
DMVPN トンネルヘルスモニタリングと回
復バックアップ NHS

DMVPNトンネルヘルスモニタリングと回復（バックアップNHS）機能を使用すると、Dynamic
Multipoint Virtual Private Network（DMVPN）ハブへの接続数を制御できます。また、プライマリ
ハブに接続できないときは代替ハブへの切り替えが可能です。

DMVPNトンネルヘルスモニタリングと回復（バックアップ NHS）機能が提供する回復メカニ
ズムでは、障害が発生したスポークツーハブトンネルを別のアクティブなスポークツーハブト

ンネルで置き換えることにより、スポークをそのトンネルパスから回復させます。スポークは、

スポーク自体に設定されているネクストホップサーバ（NHS）のリストから NHS（ハブ）を選
択できます。NHSにプライオリティ値を設定して、スポークが NHSを選択する順序を制御でき
ます。

• 機能情報の確認, 1 ページ

• DMVPNトンネルヘルスモニタリングと回復バックアップ NHSについて, 2 ページ

• DMVPNトンネルヘルスモニタリングと回復バックアップ NHSの設定方法, 9 ページ

• DMVPNトンネルヘルスモニタリングと回復バックアップ NHSの設定例, 14 ページ

• その他の参考資料, 15 ページ

• DMVPNトンネルヘルスモニタリングと回復バックアップ NHSの機能情報, 16 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

DMVPN トンネルヘルスモニタリングと回復バックアッ
プ NHS について

NHS の状態
NHSは、スポークツーハブトンネルを形成するためにハブに関連付けられると同時に状態が変わ
ります。次の表では、NHSの各種状態について説明します。

表 1：NHS の状態

説明状態

NHSはスケジューリングを待機しています。DOWN

NHSは「DOWN」として宣言されていますが、
「UP」にするためにスポークによるアクティブ
なプローブが継続されます。

PROBE

NHSはトンネルを確立するためにスポークに関
連付けられています。

UP

NHS のプライオリティ
NHSのプライオリティはハブに割り当てられる数値です。これによって、スポークがスポーク
ツーハブトンネルを確立する際にハブを選択する順序を制御します。プライオリティ値の範囲は

0～ 255で、プライオリティは 0が最も高く、255が最も低くなります。

ハブのプライオリティは、次の方法で割り当てることができます。

•すべての NHSに一意のプライオリティを割り当てる。

•一連の NHSに同じプライオリティレベルを割り当てる。

• 1台の NHS、一連の NHS、またはすべての NHSにプライオリティを指定しない（値 0）。
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NHS 非クラスタモデル
NHS非クラスタモデルとは、NHSにプライオリティ値を割り当て、NHSをグループに分類しな
いモデルです。NHS非クラスタモデルでは、すべての NHSを 1つのデフォルトグループにまと
め、設定された最大 NHS接続数に基づいて冗長接続を維持します。最大 NHS接続数とは、クラ
スタ内で常時アクティブである必要がある NHS接続の数です。最大 NHS接続数の有効範囲は、
0～ 255です。

プライオリティ値をハブに割り当てて、スポークがスポークツーハブトンネルを確立する際にハ

ブを選択する順序を制御します。ただし、非クラスタモデルでこれらのプライオリティを割り当

てる場合は特定の制限があります。

次の表に、非クラスタモデルでプライオリティを割り当てる際の制限の例を示します。

表 2：非クラスタモデルの制限

最大接続数：3

シナリオ 2シナリオ 1NHSのプライオリティNHS

UPUP1NHS A1

PROBEUP1NHS B1

UPUP1NHS C1

UPDOWN2NHS A2

DOWNDOWN2NHS B2

DOWNDOWN2NHS C2

A、B、およびCの 3つのデータセンターを使ったシナリオを想定します。各データセンターはそ
れぞれ 2台のNHSで構成されています（NHSA1とA2、NHSB1とB2、およびNHSC1とC3）。

データセンターごとに 2台の NHSが使用可能ですが、スポークが常時接続する NHSは各データ
センターで1台のみです。したがって最大接続値は3に設定されています。つまり、3つのスポー
クツーハブトンネルが確立されます。たとえば、NHS B1が非アクティブになった場合、NHS B1
に関連付けられたスポークツーハブトンネルがダウンします。プライオリティモデルに従い、次

のプライオリティ値を持ち、キュー内の次に使用可能なNHSであるNHSA2が、スポークツーハ
ブトンネルを形成してアップ状態になります。ただし、この場合はトンネルを形成するスポーク

にデータセンター Bのハブが関連付けられていないため、要件が満たされません。したがって、
データセンター Bへの接続は確立されません。

この問題は、NHSを異なるグループに分類することで解決できます。各グループにグループ固有
の最大接続値を設定できます。いずれのグループにも割り当てられていない NHSはデフォルト
グループに属します。
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NHS クラスタ
次の表にクラスタ機能の例を示します。さまざまなデータセンターに対応するNHSをグループ化
してクラスタを形成します。NHSA1（プライオリティ 1）とNHSA2（プライオリティ 2）がクラ
スタ 1、NHS B1（プライオリティ 1）とNHS B2（プライオリティ 2）がクラスタ 2、NHS C1（プ
ライオリティ 1）と NHS C2（プライオリティ 2）がクラスタ 3としてそれぞれグループ化されて
います。NHS 7、NHS 8、および NHS 9はデフォルトクラスタに属します。各クラスタの最大ク
ラスタ値が 1に設定されているため、4つのクラスタのすべてで少なくとも 1つのスポークツー
ハブトンネルが常に確立されます。

シナリオ 1では、それぞれのクラスタでプライオリティが最も高い NHS A1、NHS B1、および
NHS C1が UP状態です。シナリオ 2では、スポークと NHS A1間の接続が切断され、スポークと
NHS A2（同じクラスタのハブ）との間に接続が確立されます。プライオリティが最も高い NHS
A1は PROBE状態になります。このように、常に 3つのデータセンターへの接続がすべて確立さ
れます。

表 3：クラスタの機能

シナリオ
2

シナリオ
1

最大接続数クラスタNHS のプライオリ
ティ

NHS

PROBEUP111NHS A1

UPDOWN2NHS A2

UPUP121NHS B1

DOWNDOWN2NHS B2

UPUP131NHS C1

DOWNDOWN2NHS C2

DOWNUP2デフォルト
1NHS 7

UPUP2NHS 8

UPPROBE0NHS 9

NHS Fallback Time
フォールバック時間とは、NHSがアクティブになるまでスポークが待機する時間です。この時間
が経過した後、スポークはプライオリティの低いNHSとの接続を解除し、プライオリティが最も
高い NHSに接続してスポークツーハブトンネルを形成します。フォールバック時間を設定する
と、過剰なフラップを回避できます。
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次の表は、フォールバック時間がスポークで設定されていない場合に、スポークによってNHS間
の過剰なフラップが発生する状態を示しています。スポークに接続してスポークツーハブトンネ

ルを形成できる NHSが 5台あり、プライオリティはそれぞれ異なっています。これらの NHSは
すべてデフォルトクラスタに属しています。最大接続数は 1です。

表 4：フォールバック時間を設定しない場合の NHS の動作

シナリオ 5シナリオ 4シナリオ 3シナリオ 2シナリオ 1クラスタNHSのプ
ライオリ

ティ

NHS

UPPROBEPROBEPROBEPROBEデフォル

ト

1NHS 1

DOWNUPPROBEPROBEPROBEデフォル

ト

2NHS 2

DOWNDOWNUPPROBEPROBEデフォル

ト

3NHS 3

DOWNDOWNDOWNUPPROBEデフォル

ト

4NHS 4

DOWNDOWNDOWNDOWNUPデフォル

ト

5NHS 5

シナリオ 1では、プライオリティ値が最も低い NHS 5がスポークに接続され、トンネルが確立さ
れます。NHS 5よりもプライオリティが高い他のすべての NHSは PROBE状態です。

シナリオ 2で NHS 4がアクティブになると、スポークは既存のトンネルとの接続を解除して、
NHS 4との新しい接続を確立します。シナリオ 3およびシナリオ 4では、よりプライオリティが
高いNHSがアクティブになると、スポークはただちに既存の接続を解除して新しいトンネルを確
立します。シナリオ 5では、プライオリティが最も高い NHS（NHS 1）がアクティブになってい
るため、スポークはこれに接続してトンネルを形成し、このNHSが非アクティブになるまで維持
します。NHS 1のプライオリティが最も高いので、他の NHSは PROBE状態になりません。

次の表では、フォールバック時間の設定によって過剰なフラッピングを回避する方法を示します。

最大接続数は 1です。30秒のフォールバック時間がスポークで設定されています。シナリオ 2で
スポークに関連付けられた NHSよりもプライオリティが高い NHSがアクティブになっても、
フォールバック時間が経過するまでスポークは既存のトンネル接続を解除しません。したがって

NHS 4はアクティブになっていても、トンネルを形成せず、UP状態にはなりません。NHS 4はア
クティブなままですが、フォールバック時間が経過するまでトンネルは形成されません。フォー

ルバック時間が経過すると、スポークはアクティブなNHSの中でプライオリティが最も高いNHS
に接続します。

これによって、より高いプライオリティのNHSがアクティブになるとすぐに発生するフラップを
回避できます。
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表 5：フォールバック時間を設定した場合の NHS の動作

シナリオ 5シナリオ 4シナリオ 3シナリオ 2シナリオ 1クラスタNHSのプ
ライオリ

ティ

NHS

UPUP（保
持）

PROBEPROBEPROBEデフォル

ト

1NHS 1

DOWNUP（保
持）

UP（保
持）

PROBEPROBEデフォル

ト

2NHS 2

DOWNUP（保
持）

UP（保
持）

UP（保
持）

PROBEデフォル

ト

3NHS 3

DOWNUP（保
持）

UP（保
持）

UP（保
持）

UP（保
持）

デフォル

ト

4NHS 4

DOWNUPUPUPUPデフォル

ト

5NHS 5

NHS 回復プロセス
NHS回復とは、既存のトンネルが非アクティブになったときに代替スポークツーハブトンネルを
確立し、回復時に最適なハブに接続するプロセスのことです。

以降の項で NHS回復について説明します。

代替スポークツーハブ NHS トンネル
スポークツーハブトンネルに障害が発生した場合は、新しいスポークツーハブトンネルでバック

アップする必要があります。新しいNHSは、障害が発生したハブが属する同じクラスタから選択
されます。これにより、1つ以上のトンネルパスが使用できなくなっても、必要な数のスポーク
ツーハブトンネルが常に確保されます。

次の表に、NHSバックアップ機能の例を示します。
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表 6：NHS バックアップ機能

シナリオ
3

シナリオ
2

シナリオ
1

最大接続数クラスタNHS のプライオ
リティ

NHS

PROBEPROBEUP111NHS A1

DOWNUPDOWN2NHS A2

UPDOWNDOWN2NHS A3

DOWNDOWNDOWN2NHS A4

PROBEPROBEUP131NHS B1

DOWNUPDOWN2NHS B2

UPDOWNDOWN2NHS B3

DOWNDOWNDOWN2NHS B4

DOWNUPUP1デフォルトデフォルトNHS 9

UPDOWNDOWNNHS 10

スポークツーハブトンネルのセットアップに、クラスタ 1およびクラスタ 3に属する 4台のNHS
とデフォルトクラスタに属する 2台の NHSを使用できます。すべての NHSにそれぞれのプライ
オリティが設定されています。最大接続数は 3つのクラスタですべて 1に設定されています。つ
まり、各クラスタの少なくとも 1台のNHSが常にスポークに接続され、トンネルを形成する必要
があります。

シナリオ 1では、クラスタ 1の NHS A1、クラスタ 3の NHS B1、およびデフォルトクラスタの
NHS 9が UPです。これらはスポークとの通信を確立し、異なるスポークツーハブトンネルを形
成します。シナリオ 2では、それぞれのクラスタでプライオリティが最も高い NHS A1および
NHSB1が非アクティブになっています。そのため、次にプライオリティ値が高いNHSA2および
NHS B2とスポークの間にトンネルが確立されます。ただしプライオリティが最も高いのは NHS
A1と NHS B1であるため、スポークはこれらのプローブを継続します。したがって、NHS A1と
NHS B1は PROBE状態のままです。

シナリオ3では、NHSA2、NHSB2、およびNHS9が非アクティブになっています。スポークは、
PROBE状態のNHSがアクティブになったかどうかを確認します。アクティブになっている場合、
スポークはその NHSへの接続を確立します。またはシナリオ 3で示すように、PROBE状態の
NHSがどれもアクティブになっていない場合、スポークはクラスタ 1の NHS A3およびクラスタ
3の NHS B3に接続します。NHS A1と NHS B1は、スポークと接続してトンネルを形成し、UP
状態になるまで PROBE状態のままです。
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回復時に最適な NHS トンネルに戻る
スポークツーハブトンネルに障害が発生すると、プライオリティ値が次に高い NHSを使用して
バックアップトンネルが確立されます。プライオリティ値が低い NHSでトンネルが確立された
場合も、スポークはプライオリティ値が最も高いNHSのプローブを継続します。プライオリティ
値が最も高い NHSがアクティブになると、スポークはその NHSとのトンネルを確立します。こ
の結果、その NHSは UP状態になります。

次の表に、NHS回復機能を示します。スポークツーハブトンネルのセットアップに、クラスタ 1
およびクラスタ 3に属する 4台の NHSとデフォルトクラスタに属する 2台の NHSを使用できま
す。すべてのNHSに異なるプライオリティが設定されています。最大接続値は 1に設定されてい
ます。シナリオ 1では、それぞれのクラスタでプライオリティが最も低い NHS A4、NHS B4、お
よびNHS10が、トンネルを確立するスポークと関連付けられます。スポークは、プライオリティ
値が最も高い NHSとの接続を確立するために、より高いプライオリティを持つ NHSのプローブ
を継続します。したがってシナリオ 1では、各クラスタでプライオリティ値が最も高いNHSの状
態は PROBEです。シナリオ 2では、アクティブな NHS A1がスポークとのトンネルを形成して
UP状態になります。NHS A1のプライオリティが最も高いので、スポークはクラスタ内の他の
NHSをプローブしません。したがって、クラスタ 1の他の NHSはすべて DOWN状態です。

NHSB4との接続が切断された場合、クラスタ 3のNHSB1がアクティブではないため、スポーク
はプライオリティ値が次に高いNHS B3に接続します。シナリオ 3ではNHSA1が引き続きUP状
態です。さらにクラスタ 3でプライオリティが最も高い NHS B1がアクティブになり、トンネル
を形成して UP状態になります。したがって、クラスタ 3の他の NHSは PROBE状態ではありま
せん。ただし、デフォルトクラスタでプライオリティ値が最も低い NHS 10が UP状態であるた
め、スポークはクラスタ内で最も高いプライオリティを持つ NHS 9のプローブを継続します。

シナリオ 4では、NHSA1とNHS B1が引き続きUP状態で、デフォルトクラスタで最も高いプラ
イオリティを持つ NHS 9が UP状態になっています。これにより、各クラスタでそれぞれ最も高
いプライオリティを持つNHSとスポークが関連付けられるので、PROBE状態のNHSはありませ
ん。

表 7：NHS 回復機能

シナリオ
4

シナリオ
3

シナリオ
2

シナリオ
1

最大接続数クラスタNHS のプライ
オリティ

NHS

UPUPUPPROBE111NHS A1

DOWNDOWNDOWNDOWN2NHS A2

DOWNDOWNDOWNDOWN2NHS A3

DOWNDOWNDOWNUP2NHS A4
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シナリオ
4

シナリオ
3

シナリオ
2

シナリオ
1

最大接続数クラスタNHS のプライ
オリティ

NHS

UPUPPROBEPROBE131NHS B1

DOWNDOWNDOWNPROBE10NHS B2

DOWNDOWNUPPROBE10NHS B3

DOWNDOWNDOWNUP30NHS B4

UPPROBEPROBEPROBE1デフォルトデフォルトNHS 9

DOWNUPUPUP100NHS 10

DMVPN トンネルヘルスモニタリングと回復バックアッ
プ NHS の設定方法

NHS クラスタの最大接続数の設定
NHSクラスタの必要な最大接続数を設定するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetunnelnumber
4. ipnhrpnhsclustercluster-numbermax-connectionsvalue

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interfacetunnelnumber

例：

Router(config)# interface tunnel 1

ステップ 3   

必要な最大接続数を設定します。ipnhrpnhsclustercluster-numbermax-connectionsvalue

例：

Router(config-if)# ip nhrp nhs cluster 5
max-connections 100

ステップ 4   

IPv6設定の場合は、ipv6 nhrp nhs
cluster cluster-numbermax-connections
valueコマンドを使用します。

（注）

NHS フォールバック時間の設定
NHSフォールバック時間を設定するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetunnelnumber
4. ipnhrpnhsfallbackfallback-time

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interfacetunnelnumber

例：

Router(config)# interface tunnel 1

ステップ 3   

NHSフォールバック時間を設定します。ipnhrpnhsfallbackfallback-time

例：

Router(config-if)# ip nhrp nhs fallback
25

ステップ 4   

IPv6設定の場合は、ipv6 nhrp nhs fallback
fallback-timeコマンドを使用します。

（注）

NHS のプライオリティ値とグループ値の設定
NHSのプライオリティ値とグループ値を設定するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetunnelnumber
4. ipnhrpnhsnhs-addressprioritynhs-priorityclustercluster-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された
場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interfacetunnelnumber

例：

Router(config)# interface tunnel 1

ステップ 3   

必要なプライオリティ値とクラスタ値を設

定します。

ipnhrpnhsnhs-addressprioritynhs-priorityclustercluster-number

例：

Router(config-if)# ip nhrp nhs 172.0.2.1 priority 1
cluster 2

ステップ 4   

IPv6設定の場合は、ipv6nhrpnhs
nhs-address priority nhs-priority
cluster cluster-numberコマンドを
使用します。

（注）

DMVPN トンネルヘルスモニタリングと回復バックアップ NHS 機能の
確認

DMVPNトンネルヘルスモニタリングと回復（バックアップNHS）機能の設定に関する情報を表
示および確認するには、次の作業を実行します。次の showコマンドを任意の順序で実行できます

手順の概要

1. enable
2. showipnhrpnhs
3. showipnhrpnhsredundancy
4. showipv6nhrpnhs
5. showipv6nhrpnhsredundancy

手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。
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例：

Router# enable

ステップ 2 showipnhrpnhs
NHRP NHS情報を表示します。

例：

Router# show ip nhrp nhs
Legend: E=Expecting replies, R=Responding, W=Waiting
Tunnel0:
10.0.0.1 RE priority = 0 cluster = 0

ステップ 3 showipnhrpnhsredundancy
NHRP NHS回復情報を表示します。

例：

Router# show ip nhrp nhs redundancy
Legend: E=Expecting replies, R=Responding, W=Waiting
No. Interface Cluster NHS Priority Cur-State Cur-Queue Prev-State Prev-Queue
1 Tunnel0 0 10.0.0.253 3 RE Running E Running
2 Tunnel0 0 10.0.0.252 2 RE Running E Running
3 Tunnel0 0 10.0.0.251 1 RE Running E Running
No. Interface Cluster Status Max-Con Total-NHS Responding Expecting Waiting Fallback
1 Tunnel0 0 Enable 3 3 3 0 0 0

ステップ 4 showipv6nhrpnhs
IPv6固有の NHRP NHS情報を表示します。

例：

Router# show ipv6 nhrp nhs
Legend: E=Expecting replies, R=Responding, W=Waiting
Tunnel0:
2001::101 RE priority = 1 cluster = 5

ステップ 5 showipv6nhrpnhsredundancy
IPv6固有の NHRP NHS回復情報を表示します。

例：

Router# show ipv6 nhrp nhs redundancy
Legend: E=Expecting replies, R=Responding, W=Waiting
No. Interface Cluster NHS Priority Cur-State Cur-Queue Prev-State Prev-Queue
1 Tunnel0 5 2001::101 1 E Running RE Running
No. Interface Cluster Status Max-Con Total-NHS Responding Expecting Waiting Fallback
1 Tunnel0 5 Disable Not Set 1 0 1 0 0
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DMVPN トンネルヘルスモニタリングと回復バックアッ
プ NHS の設定例

NHS クラスタの最大接続数の設定例
次の例では、クラスタ 0に属する 3台の NHSについて「max-connections」値を 3に設定する方法
を示します。

interface tunnel 0
bandwidth 1000
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
no ip redirects
ip mtu 1400
ip nhrp authentication test
ip nhrp map multicast 172.0.2.1
ip nhrp map 10.0.0.253 172.0.2.1
ip nhrp map multicast 172.0.2.2
ip nhrp map 10.0.0.251 172.0.2.2
ip nhrp map multicast 172.0.2.3
ip nhrp map 10.0.0.252 172.0.2.3
ip nhrp network-id 100000
ip nhrp holdtime 300
ip nhrp nhs 10.0.0.252 priority 2
ip nhrp nhs 10.0.0.251 priority 1
ip nhrp nhs 10.0.0.253 priority 3
ip nhrp nhs cluster 0 max-connections 3

ip nhrp shortcut
delay 100
tunnel source Ethernet0/0
tunnel mode gre multipoint
tunnel key 100000
tunnel protection ipsec profile vpnprof
!
!

NHS フォールバック時間の設定例
次の例では、NHSフォールバック時間を 25秒に設定する方法を示します。

configure terminal
interface tunnel 1
ip nhrp nhs fallback 25

NHS のプライオリティ値とグループ値の設定例
次の例では、NHSを複数のクラスタにグループ化し、各クラスタに異なる最大接続値を指定する
方法を示します。

Configure terminal
interface tunnel 0
ip nhrp nhs 10.0.0.251 priority 1 cluster 1
ip nhrp map 10.0.0.251 192.0.2.4
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ip nhrp map multicast 192.0.2.4
end

configure terminal
interface tunnel 0
ip nhrp nhs 10.0.0.252 priority 2 cluster 2
ip nhrp map 10.0.0.252 192.0.2.5
ip nhrp map multicast 192.0.2.5
end

configure terminal
interface tunnel 0
ip nhrp nhs 10.0.0.253 priority 3 cluster 3
ip nhrp map 10.0.0.253 192.0.2.6
ip nhrp map multicast 192.0.2.6
end

configure terminal
interface tunnel 0
ip nhrp nhs cluster 1 max 1
ip nhrp nhs cluster 2 max 1
ip nhrp nhs cluster 3 max 1
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Security Command Reference』DMVPNのコマンド構文、コマンドモード、デ
フォルト、使用上のガイドライン、および例

標準

タイトル規格

--この機能では、新しい規格または変更された規

格はサポートされていません。また、既存の規

格に対するサポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能では、新しい規格または変更された規

格はサポートされていません。また、既存の規

格に対するサポートに変更はありません。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


RFC

タイトルRFC

--この機能でサポートが追加または変更された

RFCはありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。

DMVPN トンネルヘルスモニタリングと回復バックアッ
プ NHS の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 8：DMVPN トンネルヘルスモニタリングと回復バックアップ NHS の機能情報

機能情報リリース機能名

DMVPNトンネルヘルスモニ
タリングと回復（バックアップ

NHS）機能を使用すると、
DMVPNハブへの接続数を制御
できます。また、プライマリ

ハブに接続できないときは代替

ハブへの切り替えが可能です。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipnhrpnhs、
ipv6nhrpnhs、showipnhrpnhs、
showipv6nhrpnhs

Cisco IOS XE Release 3.9SDMVPNトンネルヘルスモニ
タリングと回復（バックアップ

NHS）
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